
           
                    

        

３
月
定
例
議
会
は
ᵧ
３
月
３

日
か
ら
21
日
ま
で
開
会
さ
れ
ᵧ

令
和
６
年
度
各
種
会
計
補
正
予

算
ᵧ
条
例
改
正
ᵧ
令
和
７
年
度

各
種
会
計
予
算
ᵧ
人
事
案
件
な

ど
議
員
発
議
を
含
む
全

６２
議

案
を
審
議
し
ᵧ
全
議
案
ᵧ
原
案

可
決
し
ま
し
た
ᵨ 

 

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
は
ᵧ
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ 

２
０
６
１
万
円
を
追
加
し
総
額

１
２
９
億
３
２
２
０
万
円
ᶝ
万

円
止
め
ᶞ
に
な
り
し
た
ᵨ 

 

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

の
歳
入
は
ᵧ
町
税
９
億
５
１
６

５
万
円
の
ほ
か
ᵧ
繰
入
金
ᵧ
そ

の
他
分
担
金
な
ど
の
収
入
ᵧ
使

用
料
及
び
手
数
料
な
ど
の
ᵧ
自

主
財
源
が
ᵧ
３７
億
５
８
７
３
万

円
ᶝ
３１
・
４
％
ᶞ
ᵧ
地
方
交
付
税

５１
億
円
ᵧ
国
庫
支
出
金
ᵧ
県
支

出
金
ᵧ
町
債
な
ど
の
依
存
財
源

が
ᵧ
８１
億
９
７
２
７
万
円
ᶝ
６８
・

６
％
ᶞ
の
状
況
と
な
ᵻ
て
い
ま 

        

す
ᵨ 一

方
ᵧ
歳
出
は
ᵧ
人
件
費
ᵧ

扶
助
費
ᵧ
公
債
費
の
義
務
的
経

費
が
ᵧ

36
億
７
９
０
７
万
円

ᶝ
30
・
８
％
ᶞ
ᵧ
普
通
建
設
事
業

費
な
ど
の
投
資
的
経
費
が
ᵧ 

１４
億
１
５
２
９
万
円
ᶝ

１１
・

８
％
ᶞ
ᵧ
補
助
費
ᵧ
物
件
費
な
ど

の
そ
の
他
が
ᵧ
６８
億
６
１
６
４

万
円
ᶝ
５７
・
４
％
ᶞ
で
ᵧ
合
併

後
５
番
目
に
大
き
い
予
算
と
な

ᵻ
て
い
ま
す
ᵨ 

 

主
な
新
規
事
業
は
ᵧ
２
０
２

６
年
８
月
に
開
催
さ
れ
る
日
本

ス
カ
ウ
ト
ジ
ᶆ
ン
ボ
リ
ᶌ
の
交

通
体
系
の
整
備
と
し
て
ᵧ
町
道

郷
仙
養
原
牛
の
首
線
の
整
備
に
ᵧ

１
億
１
１
８
４
万
円
ᵧ
育
児
用

品
の
レ
ン
タ
ル
事
業
ᵧ
１
０
０

万
円
ᵧ
高
齢
者
補
聴
器
時
勢
事

業

６０
万
円
な
ど
が
予
算
さ
れ

て
い
ま
す
ᵨ 

新
規
事
業
・
用
語
解
説
な
ど
４
ペ
ᶌ 

ジ
に
掲
載 
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令
和
７
年
度 

総
額
１
６
０
億
４
４
４
３
万
円 

一
般
会
計
予
算 

１
１
９
億
５
６
０
０
円 

(

前
年
比 

 

３
億
１
１
０
０
万
円)

 

病
院
事
業
会
計 

４
億
９
３
５
９
万
円 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

协
前
年
比 

 

▲
３
８
５
４
万
円
卐 

【３月議会】 

 

予　算　額 前年増減

119億5600 3億1100

国民健康保険   9億7350 ▲ 1億9450

後期高齢者医療    3億9585 ▲ 　  495

介護保険  18億7570 5470

飲料水供給事業 4078 698

農業集落排水事業 0 ▲ 2億1780

分収育林事業 0 ▲           10

計  32億8583 ▲ 1億3787

病院事業  4億9359 ▲      3854

農業集落排水事業  3億901 310

計  8億260 ▲      3544

160億4443 1億3769

2025年度(令和7年)　　予算総括表　単位:万円

合　　計

会　計　名

一 般 会 計

特
　
別
　
会
　
計

公
営
企
業

会
計

 

 
 

　　町内小学校・新入生及び全校児童数

学校名 新入生 全校児童

油木小学校 2 45

神石小学校 6 41

来見小学校 5 48

三和小学校 18 100

豊松小学校 2 14

小学校合計 33 248

　　町内中学校・新入生及び全校生徒数

学校名 新入生 全校生徒

神石高原中学校 20 57

三和中学校 30 97

中学校合計 50 154

2025年(令和7年）4月1日見込み

2025年(令和7年）4月1日見込み

出生数 暦年

令和２年 令和３年 令和4年 令和5年 令和6年

35 28 24 21 24

完成した油木スポーツ広場サッカー場（人工芝）  



 

柏
床
議
員
の
一
般
質
問 

し
尿
汲
み
取
り 

 

問 

し
尿
汲
み
取
り
料
の
口

座
振
替
は
劤 

 

答 

令
和
８
年
度
に
は
口
座 

振
替
を
実
施
䣎 

 

柏
床
協
現
在
劣
し
尿
汲
み
取
り

料
は
納
付
書
納
付
と
な
勂
て
い

る
劤
他
の
自
治
体
で
は
口
座
振

替
も
可
能
と
な
勂
て
い
る
劤
金

融
機
関
か
ら
遠
い
高
齢
者
な
ど

口
座
振
替
の
要
望
が
あ
る
が
劣

口
座
振
替
に
出
来
な
い
か
劤 

町
長
ᶡ
現
在
ᵧ
し
尿
汲
み
取
り

料
の
口
座
振
替
は
行
ᵻ
て
い
な

い
ᵨ
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ

い
て
い
る
世
帯
は
ᵧ
約
６
６
０

世
帯
で
あ
る
ᵨ 

今
後
ᵧ
金
融
機
関
と
協
議
し
ᵧ

運
用
の
確
認
や
導
入
ス
ケ
ジ
ᶇ

ᶌ
ル
を
整
理
し
ᵧ
早
期
に
実
施

で
き
る
よ
う
進
め
る
ᵨ 

柏
床
協
い
つ
頃
を
目
処
に
劣
金

融
機
関
で
の
振
替
え
が
出
来
る

よ
う
に
な
る
の
か
劤 

健
康
衛
生
課
長
ᶡ
金
融
機
関
と

の
調
整
に
か
な
り
の
時
間
を
要

す
る
こ
と
や
ᵧ
公
共
料
金
の
振

替
依
頼
書
の
印
刷
な
ど
が
あ
る

た
め
ᵧ
早
け
れ
ば
令
和
７
年
度

中
ᵧ
遅
く
と
も
令
和
８
年
度
か

ら
実
施
し
た
い
ᵨ 

                

ᶝ
汲
み
取
り
に
向
か
う
衛
生
車
ᶞ 

今
後
の
町
の
農
業
の
姿
は 

 

柏
床
協
令
和
６
年
度
で
地
域
計

画
も
策
定
し
劣
多
く
の
課
題
も

見
え
て
き
た
と
思
う
が
劣
今
後

の
町
の
目
指
す
農
業
の
姿
を
ど

の
様
に
考
え
て
い
る
の
か
劤 

町
長
ᶡ
農
業
者
の
高
齢
化
に
よ

る
担
い
手
不
足
は
長
年
の
深
刻

な
課
題
で
あ
る
ᵨ 

 
 

 
 

昼
夜
の
寒
暖
差
を
生
か
し
た

美
味
し
い
米
や
野
菜
の
作
れ
る

町
の
農
業
を
守
ᵻ
て
い
く
た
め
ᵧ

赤
と
黒
の
プ
ロ
ジ
ᶃ
ク
ト
や
有

機
栽
培
を
中
心
に
ᵧ
更
な
る
ブ

ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
努
め
ᵧ
振

興
し
た
い
ᵨ 

産
業
振
興
補
助
金
制
度 

柏
床
協
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
劣

そ
れ
に
伴
い
今
後
は
歳
入
予
算

も
実
質
減
少
す
る
予
測
だ
が
劣

今
後
の
産
業
振
興
の
補
助
金
制

度
の
方
針
は
劤 

町
長
ᶡ
産
業
課
所
管
に
よ
る
補

助
金
制
度
は
ᵧ
近
年
の
財
政
状

況
を
踏
ま
え
ᵧ
補
助
事
業
の
目

的
と
目
標
ᵧ
そ
の
達
成
度
ᵧ
補

助
年
限
ᵧ
補
助
率
な
ど
を
再
度

精
査
し
検
討
し
い
く
ᵨ 

                             

教
育
行
政
方
針 

 

柏
床
協
教
育
行
政
方
針
に
は
劣

助
共
に
学
び
支
え
あ
う
学
校
・

家
庭
・
地
域
の
構
築
努
に
劣
信

頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進

す
る
に
当
た
り
助
地
域
と
共
に

あ
る
学
校
努
に
向
け
劣
さ
ら
に

取
り
組
み
を
す
す
め
る
劤
と
記

さ
れ
て
あ
る
が
劣助
地
域
と
共
に

あ
る
学
校
努
に
つ
い
て
詳
し
い

説
明
を
求
め
る
劤 

教
育
長
ᶡ
子
供
が
安
全
で
安
心

し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
ᵧ
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
連
携
し
て
子
供
に
か
か
わ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
ᵨ 

 

ま
た
ᵧ
地
域
に
開
か
れ
信
頼

さ
れ
る
学
校
を
実
現
す
る
た
め

に
は
ᵧ
各
校
の
教
育
理
念
や
学

校
経
営
目
標
に
基
づ
き
ᵧ
学
校

長
を
中
心
に
教
職
員
が
一
体
と

な
り
ᵧ
児
童
生
徒
や
保
護
者
・

地
域
の
実
態
に
応
じ
て
ᵧ
主
体

的
に
創
意
工
夫
の
あ
る
教
育
活

動
を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
ᵨ
本
町
で
は
ᵧ
令
和
３
年

度
よ
り
小
中
学
校
７
校
で
コ
ミ

 

経営耕地 単位：ha

2000年 2020年 差引 減少率

1,709 1,013 ▲ 696 ▲ 41%

田 1,255 748 ▲ 507 ▲ 40%

畑 431 234 ▲ 197 ▲ 46%

樹園地 23 29 6 26%

経営耕地

内

訳

種  別

※農林業センサス

 

2000年 2020年 差引 減少率

2,389 813 ▲ 1,576 ▲ 66%

田 2,267 751 ▲ 1,516 ▲ 67%

畑 2,162 602 ▲ 1,560 ▲ 72%

樹園地 232 166 ▲ 66 ▲ 28%

種  別

経営体

内

訳

経営体数(法人・会社・農家数)※農林業センサス



ᶇ
ニ
テ
ᶁ
・
ス
ク
ᶌ
ル
の
取
り

組
み
を
行
ᵻ
て
お
り
ᵧ
学
校
を

核
と
し
た
地
域
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
ᵨ 

具
体
的
に
は
ᵧ
各
学
校
で
は

積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
る

と
と
も
に
ᵧ
授
業
や
学
校
行
事

を
公
開
す
る
な
ど
ᵧ
開
か
れ
た

学
校
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
ᵨ 

ま
た
ᵧ
協
働
支
援
セ
ン
タ
ᶌ

と
相
互
連
携
を
図
り
な
が
ら
ᵧ

学
校
・
家
庭
・
地
域
と
の
連
携

推
進
に
努
め
ᵧ
地
域
で
ど
の
よ

う
な
子
供
た
ち
を
育
て
る
か
ᵧ

何
を
実
現
し
て
い
く
の
か
と
い

う
目
標
や
ビ
ジ
ᶈ
ン
を
地
域
住

民
等
と
共
有
し
ᵧ
地
域
と
共
に

あ
る
学
校
に
向
け
た
取
り
組
み

を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
た
い
ᵨ 

 

 

教
育
連
携 

 

柏
床
協
教
育
委
員
会
か
ら
劣
社

会
教
育
が
町
長
部
局
へ
移
行
さ

れ
た
劤 

学
校
教
育
の
中
で
劣
総
合
的
学

習
な
ど
で
地
域
と
か
か
わ
る
ケ

勖
ス
が
あ
る
劤
教
育
行
政
方
針

の
中
に
助
共
に
学
び
支
え
あ
う

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
構
築
努

で
は
劣
助
誰
も
が
保
障
さ
れ
る
劣

充
実
し
た
学
び
を
実
現
す
る
た

め
に
は
劣
子
供
が
安
全
で
安
心

し
て
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
劣
学
校
・
家
庭
・
地
域

が
連
携
し
て
子
ど
も
に
か
か
わ

る
こ
と
が
重
要
で
す
劤
努
と
記
さ

れ
て
い
る
が
劣
学
校
教
育
と
社

会
教
育
の
連
携
に
つ
い
て
劣
教

育
委
員
会
と
町
長
部
局
の
そ
れ

ぞ
れ
の
考
え
は
劤 

町
長
ᶡ
本
町
に
お
け
る
社
会
教

育
分
野
は
ᵧ
神
石
高
原
町
教
育

委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務

の
補
助
執
行
に
関
す
る
規
則
に

基
づ
き
ᵧ
町
長
部
局
の
未
来
創

造
課
が
担
当
し
て
い
る
ᵨ 

地
域
全
体
で
子
供
た
ち
を
育
む

た
め
に
は
ᵧ
学
校
教
育
の
み
な

ら
ず
ᵧ
学
校
教
育
と
社
会
教
育

が
相
互
に
連
携
し
ᵧ
大
人
の
学

び
の
機
会
の
充
実
な
ど
ᵧ
様
々

な
活
動
を
総
合
的
に
展
開
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
ᵨ 

教
育
長
ᶡ
学
校
教
育
で
は
ᵧ
子

供
の
ᵭ
生
き
る
力
ᵮ
を
育
む
た

め
に
は
ᵧ
学
校
を
拠
点
に
学
校

と
地
域
が
つ
な
が
る
こ
と
に
よ

り
ᵧ
子
供
の
豊
か
な
人
間
性
ᵧ

社
会
性
ᵧ
規
範
意
識
ᵧ
コ
ミ
ᶇ

ニ
ケ
ᶌ
シ
ᶈ
ン
能
力
な
ど
を
育

成
す
る
と
と
も
に
ᵧ
安
心
・
安

全
な
教
育
環
境
の
形
成
や
活
力

あ
る
コ
ミ
ᶇ
ニ
テ
ᶁ
の
形
成
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
ᵨ 

 

公
衆
無
線
L

A
Ｎ
の
整
備 

䥹
フ
リ
䤀
W

i

F

i
䥺 

 

柏
床
協
帝
釈
峡
ス
コ
ラ
劣
テ
勋

ア
ガ
ル
テ
ン
な
ど
公
共
施
設
に

公
衆
無
線
L

A

N
协
フ
リ
勖
・

Ｗ
ｉ
Ｆ
ⅰ
卐
を
整
備
し
て
き
た

が
劣
町
立
病
院
劣
油
木
ス
ポ
勖

ツ
広
場
サ
勏
カ
勖
場
劣
三
和
野

球
場
な
ど
今
後
の
公
共
施
設
な

ど
へ
の
整
備
方
針
は
劤 

町
長
ᶡ
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整

備
は
ᵧ
令
和
３
年
度
に
策
定
し

た
ᵭ
神
石
高
原
町
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ᶄ
ᶌ
メ
ᶌ
シ
ᶈ
ン

ᶝ
Ｄ
Ｘ
ᶞ
推
進
計
画
・
デ
ジ
タ

ル
推
進
基
本
構
想
ᵮ
の
ᵭ
Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備
ᵮ
に
基
づ
き
ᵧ

新
庁
舎
や
町
内
の
観
光
・
宿
泊

施
設
な
ど
の
公
共
施
設
で
ᵧ
施

設
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
目

的
に
整
備
し
て
い
る
ᵨ 

本
庁
舎
ᵧ
神
石
支
所
は
整
備

済
み
ᵨ
油
木
支
所
は
令
和
７
年

４
月
か
ら
ᵧ
豊
松
支
所
は
令
和

７
年
度
整
備
費
を
計
上
し
ᵧ
全

て
の
庁
舎
で
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境
が

整
う
予
定
で
あ
る
ᵨ 

観
光
・
宿
泊
施
設
な
ど
の
公
共

施
設
へ
も
ᵧ
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ 

環
境
の

整
備
を
進
め
て
い
る
ᵨ 

柏
床
協
町
立
病
院
劣
そ
の
他
施

設
へ
の
整
備
は
劤 

町
長
ᶡ
町
立
病
院
は
患
者
の
利

便
性
に
配
慮
し
ᵧ
整
備
を
検
討

し
て
い
る
ᵨ 

社
会
体
育
施
設
に
つ
い
て
は
ᵧ

現
在
整
備
要
望
や
予
定
は
無
い

が
ᵧ
油
木
ス
ポ
ᶌ
ツ
広
場
サ
ᶅ

カ
ᶌ
場
や
三
和
野
球
場
な
ど
は

多
く
の
人
の
来
場
が
予
想
さ
れ

る
施
設
で
あ
り
ᵧ
今
後
検
討
す

る
ᵨ 

 

お
い
で
ん
し
ᵼ
あ
油
木
百
彩

館
が
変
わ
ᵻ
た

 

 

油
木
地
域
交
流
拠
点
施
設 

(
リ
・
ク
リ
エ
イ
ト
・
ベ
ᶌ
ス) 

 

旧
百
彩
館
が
も
の
づ
く
り
と
交

流
の
場
で
再
ス
タ
ᶌ
ト
し
ま
す
ᵨ 

食
事
も
提
供
さ
れ
ま
す
ᵨ 

土
日
に
は
ᵧ
チ
キ
ン
バ
ᶌ
ガ
ᶌ

を
提
供
予
定
で
す
ᵨ 

            

裏
に
は
ᵧ
野
菜
な
ど
の
生
産
物

を
販
売
予
定
の
新
５
０
０
円
硬

貨
の
コ
イ
ン
ロ
ᶅ
カ
ᶌ
ᵨ 

          

 



2025 年度（令和７年度）新規事業及び継続事業 

事  業  名 規・継 事 業 内 容 予 算 額 担 当 課 

育児用品レンタル事業 新規 
4 月以降出生家庭 5 万円/1 回(新生児１人) 

ベビーバス・ベッド・チャイルドシートなど 
100 万円 子育て応援課 

妊婦のための支援給

付事業 
新規 

妊婦のための支援給付として、妊婦の認定後５

万円を支給、その後、妊娠しているこどもの人

数届を受けた後に、人数×５万円給付 

389 万円 子育て応援課 

高齢者補聴器助成事業 新規 

町内に住所のある 65 歳以上で、両耳の聴力が

40デシベル以上70デシベル未満での方又は、

医療機関で補聴器相談医が補聴器が必要と求め

た場合。 補助額 2/3 上限 3 万円 

60 万円 福 祉 課 

予防接種事業 

新規 

帯状疱疹ワクチン接種が、4 月から国の定期接種とな

り、対象者は、65 歳の者。6０歳～65 歳未満で免疫機

能に障害を有する者。５年間の経過措置として、70・

75・80・85・90・95・100 歳の者。初年度に限り

100 歳以上も対象 

個人負担額、生ワクチン 4000 円/1 回 

不活化ワクチン 10000 円×2 回 

367 万円 健康衛生課 

拡充 

幼児等インフルエンザ予防接種・おたふくかぜ

ワクチン接種に加え、新たに妊婦 RS ウイルス

予防接種を追加 

240 万円 子育て応援課 

汚泥再生処理センタ

ー整備事業 
新規 

し尿処理場の老朽化に伴い、新施設へ整備する

ための設計費用 
3415 万円 健康衛生課 

小・中・高校教育支援

事業 
新規 

旧神石高原中学校高原寮を有効活用するため、

土地と建物を民間に無償貸し付けを行うための

神石高原中学校と旧寮との境界を整備 

1896 万円 教 育 課 

社会資本整備総合交

付金事業 

新規 町道郷仙養原牛の首線  １億 1184 万円 
建 設 課 

継続 町道宇賀線 3102 万円 町道時安線(２工区) 3245 万円 

単独町道整備事業 

新規 町道小畠荒谷視線 200 万円 

建 設 課 
継続 

町道有元高水池線 2500 万円  町道黒木桑木線 4000 万円 

町道出佐線 3000 万円     町道父賀線 3000 万円  

町道宮地間谷線  3000 万円 

国県道整備移譲事業 継続 県道三和油木線(安田) 3601 万円 建 設 課 

（※１P 用語解説） 自主財源とは、自治体が自主的に徴収できる財源のことで、地方税、使用料、手数料、

分担金、負担金、財産収入、寄付金、繰入金、繰越金、諸収入などが含まれる。依存財源と対比される。 

依存財源は、国からの交付またはその意思決定による財源で、地方交付税、国庫支出金、都道府県支出金、地

方譲与税、地方債などが含まれる。自治体の自主性の程度を示す尺度とされる。 

 

  ※今号の議会を終えてのコラム欄は、紙面の都合でお休みします。 

（主なもの） 


